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美唄市子ども・子育て支援事業計画 

 

 

１ 目的・位置づけ 

   この計画は、子ども・子育て支援法に基づき、質の高い幼児期の学校教育・保育、

地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するため、これまでの次世代育成支援 

援対策推進法に基づく次世代育成支援美唄市行動計画「びばいっこすくすくプラン」

を継承し、次代を担う子どもの健やかな育ちを地域社会全体で応援することを目指 

し策定したものです。 

 

 

２ 計画期間 

   子ども・子育て支援法に基づく事業計画は、平成２７年４月から平成３１年度まで 

の５年間を定めるものとしています。本計画は５年ごとに策定するものとされている 

ことから、平成２７年度から平成３１年度までを計画期間とします。  

 

 

３ 計画の対象 

  本計画は、就学前児童と小学校児童を中心とした児童福祉法に定められた１８歳

未満のすべての子どもとその家庭、地域、事業所、行政等を対象とします。 

 

 

 

 
基本理念基本理念基本理念基本理念    

子どもの笑顔はみんなの宝子どもの笑顔はみんなの宝子どもの笑顔はみんなの宝子どもの笑顔はみんなの宝    応援しよう！応援しよう！応援しよう！応援しよう！    びばいっこ家族びばいっこ家族びばいっこ家族びばいっこ家族    

    

    基本目標 

  ① 子どもの成長を支える教育・保育の環境づくり 

  ② 子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり 

  ③ 子ども・子育てを地域で応援する環境づくり 

    



（事業計画　37㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

平成２8年度実績

茶志内双葉保育園　定員45⼈　⽉平均18.7⼈　⼊所率41.6％
峰延保育所　　　　　 定員60⼈　⽉平均12.8⼈　⼊所率21.3％
進徳保育園　　　　　 定員60⼈　⽉平均39.1⼈　⼊所率65.2％

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

平成２8年度実施の有無

へき地保育所運営事業（通常保育） こども未来課 有

事業概要

美唄市子ども・子育て支援事業計画美唄市子ども・子育て支援事業計画美唄市子ども・子育て支援事業計画美唄市子ども・子育て支援事業計画

「新びばいっこ　すくすくプラン」進捗状況（平成2８年度）「新びばいっこ　すくすくプラン」進捗状況（平成2８年度）「新びばいっこ　すくすくプラン」進捗状況（平成2８年度）「新びばいっこ　すくすくプラン」進捗状況（平成2８年度）

平成２８年度実績

今後の方針 要改善

有

事業概要

【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり

【改善案、廃止理由】

担当課 平成２８年度実施の有無

平成２８年度実施の有無

　保護者の労働や疾病などにより、昼間、保育ができない乳幼児を保育所で預かり、共
働き家庭等の両⽴⽀援を図る⻑時間保育と、保育ができない⼦ども以外を受け⼊れ、教
育・保育を⼀体的に⾏う短時間保育を実施する。保育標準時間（11ｈ）7：30〜
18：30　定員30⼈保育短時間　（8ｈ）7：30〜18：30のうち8Ｈ短時間保育
（4ｈ）8：30〜12：30  定員　 5⼈

認定こども園管理運営事業（長時間保育・短時間保育） こども未来課

旧中央保育所、旧東保育所、旧⻄保育所を統合し、ピパの⼦保育園として開園
保育標準時間（11ｈ）定員150⼈　⽉平均121.3⼈　⼊所率80.9％

事業名

平成２８年度実績

保育標準時間（11ｈ）　定員30⼈　⽉平均15.8⼈　⼊所率52.7％
短時間保育（4ｈ）　　　 定員5⼈　　⽉平均2.9⼈　 ⼊所率58.0％

【基本施策】（２）教育・保育サービスの充実【基本施策】（２）教育・保育サービスの充実【基本施策】（２）教育・保育サービスの充実【基本施策】（２）教育・保育サービスの充実

担当課事業名

市立保育所管理運営事業　（通常保育） こども未来課

　保護者の労働や疾病などにより、昼間、保育ができない乳幼児を保育所で預かり、共
働き家庭等の両⽴⽀援を図る。保育標準時間（11ｈ）7：30〜18：30　定員150
⼈保育短時間　 （8ｈ）7：30〜18：30のうち8Ｈ

事業概要

有

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課

　へき地における保育を要する児童に対し、乳幼児を保育所で預かり、児童福祉の増進
を図る。



（事業計画　37㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

要改善

平成２８年度実績

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

平成２８年度実績

学校の安心・安全を最優先として、東小学校屋内運動場ウレタン塗装工事・南美唄小
学校給⾷⽤小荷物専⽤昇降機改修工事・東中学校給⾷⽤小荷物専⽤昇降機改修
工事を実施し、⼦どもたちが安心して学ぶ環境の確保を図った。

こども未来課 無保育所施設の整備

事業概要

　良好な保育環境を提供するため保育施設の整備を図り、⽼朽化が進んでいる保育所
の整備を⾏う。

私⽴幼稚園や保育所等との交流、小学校や地域との交流など、多様な連携の中で、⼦
どもたちの発達に必要な体験と主体的な活動を⼤切にしながら、幼稚園教育の充実に努
めた。また、小学校との交流活動や施設⾒学、授業参観、授業体験、給⾷試⾷会など
の実施により義務教育への円滑な接続を図った。

平成２８年度は実施はありません。

今後の方針

　計画の推進に努めるとともに、平成２５年度中に計画の⾒直しを⾏い、平成2６年度
から実施する。

平成２８年度実績

事業概要

　安全・安心な学校環境を確保するため、計画的な⼤規模改修事業を推進する。

幼稚園・学校施設の整備 学務課 有

事業名

今後の方針

担当課 平成２８年度実施の有無

【改善案、廃止理由】
今後の方針

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

幼稚園教育振興計画の推進 学務課

【改善案、廃止理由】

有

事業概要

要改善



（事業計画　38㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

有

　⼥性の就労の多様化に伴う非定型保育や保護者の病気等による⼀時的な保育需要
に対応するため、児童を⼀時的に預かる。

担当課 平成２８年度実施の有無事業名

【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり

【基本施策】（３）　地域子ども・子育て支援事業の充実【基本施策】（３）　地域子ども・子育て支援事業の充実【基本施策】（３）　地域子ども・子育て支援事業の充実【基本施策】（３）　地域子ども・子育て支援事業の充実

平成２８年度実施の有無

平成２８年度実績

ピパの⼦保育園で実施
・非定型的保育による利⽤　延509名
・緊急保育（保護者の疾病や⼊院）による利⽤　延95⼈
・私的理由保育による利⽤　延419⼈　　　　　　　　　　　　　　　合計　延1023⼈

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

一時預かり事業

幼稚園の預かり保育 学務課 有

事業概要 　幼稚園における通常の保育時間に加え、時間を延⻑して保育を⾏う。

事業概要

こども未来課

事業名 担当課

平成２８年度実績 市⽴幼稚園・私⽴幼稚園いずれも預かり保育を実施した。

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

延長保育事業 こども未来課 有

事業概要

　保護者の勤務形態の多様化等に対応するため、通常の保育時間を超えて、児童を預
かる。（18：30〜19：30）

平成２８年度実績

・ピパの⼦保育園　延443⼈
・認定こども園ひまわり　延65⼈　　　　　　合計508⼈

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

子育て短期支援事業 こども未来課 有

事業概要

　保護者が疾病、出産、看護、出張などで、家庭における児童の養育が⼀時的に困難と
なった場合等に、児童養護施設等において⼀時的に預かる。

平成２８年度実績

利⽤実績はなかったが、セーフティネットの意味合いの⼤きい事業であることから、今後とも
市のホームページ等で周知を図るとともに事業についても継続していく。

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　38㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

担当課

性教育講座 健康推進課

事業概要

　児童に健全な遊びを提供し、その健康を増進し、情緒を豊かにするとともに児童の生活
文化の振興と福祉の増進を図る。

平成２８年度実績

中央小学校区放課後児童施設と⼀体的に開設、運⽤し、⼦どもの居場所、遊び場の確
保及び健全育成を推進した。（児童館利⽤者数 ⼀般736⼈ 学童12,242⼈）

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

平成２８年度実施の有無

児童館管理運営事業 生涯学習課 有

【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり【基本目標】　子どもの成長を支える教育・保育環境づくり

【基本施策】（４）　児童の健全育成【基本施策】（４）　児童の健全育成【基本施策】（４）　児童の健全育成【基本施策】（４）　児童の健全育成

事業名

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

図書館事業の推進 図書館 有

事業概要

　児童図書の充実を図るとともに、ボランティアと連携し、毎⽉第２・第３土曜日に絵本の
読み聞かせなどの「おはなしの会」を⾏う。また、移動図書館⾞の巡回など⼦どもの読書活
動の推進を図る。

平成２８年度実績

・本館利⽤児童数　1,484⼈　　貸出冊数　20,036冊
・移動図書館⾞利⽤児童数　1,627⼈　　貸出冊数　3,719冊
・児童図書購⼊冊数　771冊　　年度末蔵書数　38,298冊
・おはなしの会（図書館）35回　201⼈
・読み聞かせ（はみんぐ）　21回　158⼈
・配本事業　小中学校、児童施設に年5〜6回の配本を実施

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

有

事業概要

　⾼校生を対象に命の尊さを学ぶ機会として実施し、⾃分や相⼿を⼤切にできること、⾃
分の命の⼤切さを伝えていく講座を実施する。

平成２８年度実績

「性教育講座」として助産師・保健師により、思春期のこころとからだの変化、妊娠・出産・
⼦育て、性感染症や避妊、さらに⾃分のいのちの育み・尊さについて講話。
市内２⾼校で実施（１⾼校増）

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　39㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり

【基本施策】（１）　子どもや母親の健康・医療の充実【基本施策】（１）　子どもや母親の健康・医療の充実【基本施策】（１）　子どもや母親の健康・医療の充実【基本施策】（１）　子どもや母親の健康・医療の充実

妊婦一般健康診査 健康推進課 有

事業概要

　受診票１４回分を前期と後期の２回に分けて交付し、妊婦の健康管理の充実と経済
的負担の軽減を図る。

平成２８年度実績 延受診者数　1,613名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

妊産婦訪問 健康推進課 有

事業概要

　疾病等により⽀援が必要とされる妊産婦やはじめて⼦どもを出産した⺟及びその⼦、育
児不安のある親や養育⽀援の必要な親に対し、保健師や栄養⼠が家庭訪問を⾏う。

平成２８年度実績 訪問件数　　127件

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

乳幼児健康診査 健康推進課 有

事業概要

　生後４か⽉・７か⽉・１２か⽉の乳幼児と保護者を対象に、問診・身体計測・小児科
医師診察・保健指導を⾏い、心身の発達や育児不安等について⽀援を⾏う。

平成２８年度実績 実施回数　16回　　受診延⼈数　261名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

１歳６か月児健康診査 健康推進課 有

事業概要

　満１歳６か⽉を超え２歳に達しない幼児と保護者を対象に、問診・身体計測・小児
科医師診察・⻭科健診・保健相談等の集団健診を⾏い、心身や⾔葉の発達、生活習
慣の⾃⽴、育児不安等の⽀援を⾏う。また、必要に応じ栄養・⾔葉・⻭磨き相談を⾏う。

平成２８年度実績 実施回数　13回　　受診延⼈数　88名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　39㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

有

事業概要

　満３歳を超え４歳に達しない幼児と保護者を対象に、問診・身体計測・小児科医師
診察・⻭科健診・保健相談等の集団健診を⾏い、心身や⾔葉の発達、生活習慣の⾃
⽴、育児不安等の⽀援を⾏う。また、必要に応じ栄養・⾔葉・⻭磨き相談を⾏う。

平成２８年度実績 実施回数　13回　　受診延⼈数　99名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

３歳児健康診査 健康推進課

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

医療体制の充実（産婦人科・小児科） 健康推進課 有

事業概要

　産婦⼈科医療については、引き続き市⽴病院が砂川市⽴病院のサテライト病院として
外来診療を⾏うとともに、小児医療についても市⽴病院が２次救急を含めた診療を継続
することで、市⺠の医療ニーズに対応する。

平成２８年度実績 週２回（⽕・⽊）産婦⼈科外来診療を実施

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

救急医療体制の確保 健康推進課 有

事業概要

　平成２０年度から在宅当番医制が廃止され、救急診療窓⼝が市⽴病院に⼀本化さ
れたことから、市⺠が安心して生活できるよう引き続き美唄市医師会と緊密な連携を図
り、休日夜間の救急診療体制を確保する。

平成２８年度実績 救急診療開設日数　365日

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　40㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

□ 継続
■
□ 廃止

平成２８年度実績

実施場所　：　進徳保育園、茶志内双葉保育園、峰延保育所
参加者数　：　83名　（在園児を含む）

地域子育て拠点支援事業 こども未来課 有

平成２８年度実績

⼦育てリフレッシュ講座（2回　参加者24名）、⾷育講座（全7回　参加者74名）、
小児科医・栄養⼠の役に⽴つ講座（全５回　参加者84名）を実施したほか、⼦育て
講演会の開催など⼦育てに関する情報提供や親⼦の交流を図るため各種季節⾏事にも
取り組んだ。

こども未来課 有

事業概要

【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり

【基本施策】（２）　子育てに配慮した環境の充実【基本施策】（２）　子育てに配慮した環境の充実【基本施策】（２）　子育てに配慮した環境の充実【基本施策】（２）　子育てに配慮した環境の充実

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

子育て支援センター事業の推進

　⼦どもと家庭に関する様々な問題を総合的に対応するため、⼦育ての広場事業、こども
療育広場事業、⼦育て相談事業を実施する。

平成２８年度実施の有無

移動子育て支援 こども未来課 有

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業概要

　⼦育て指導員が出向き、へき地保育所や施設を利⽤して、在園児が地域との交流を
図る。

事業名

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

今後の方針

担当課

事業概要

　異年齢や多世代交流を図る取り組みを実施し、地域全体で「⼦育て・⼦育ち」を⽀える
ことを目的に「であえ〜る広場」（道営住宅中央公園団地集会場）「ひがしふくし広場」
（東福祉会館）を開設し事業を実施する。

平成２８年度実績

・「であえ〜る広場」 開設日数　４７日　利⽤者数　１８２名
・「ひがしふくし広場」開設日数　４４日　利⽤者数　４４７名

今後の方針

【改善案、廃止理由】開設から数年を経過したが、当初の目的に応じた状況
になっていないため、実施方法の改善を検討していかなければならないが、各広場
の利⽤実態（利⽤目的など）が⼤きく異なるため、それぞれの広場に応じた検討
が必要。

要改善



（事業計画　41㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

平成２８年度実績

【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり

【基本施策】（３）　障がい児施策の充実【基本施策】（３）　障がい児施策の充実【基本施策】（３）　障がい児施策の充実【基本施策】（３）　障がい児施策の充実

事業名

事業概要

　歩き始めがゆっくりだった、ことばが出るのが遅かった、お友達と関わって遊ぶことが難しいと
いった様⼦が⾒られる乳幼児を対象に、日常生活における基本的な動作の指導及び集
団生活への適応訓練等を⾏う。

遊びや運動を通じて社会性や生活習慣等の指導を⾏う集団指導と個々の課題に応じて
実施内容を設定し療育⽀援を⾏う個別指導を実施した。
集団指導　８５回、個別指導　１９９回、登録⼈員　５７名

今後の方針

【改善案、廃止理由】

担当課

平成２８年度実施の有無

こども療育広場事業 こども未来課 有

担当課

要改善

平成２８年度実施の有無

障がい児保育事業 こども未来課 有

事業概要

　集団生活を⾏っていくうえで配慮や⽀援が必要な児童が保育所に通所し、心身の成⻑
発達を促す。

事業名

平成２８年度実績 ピパの⼦保育園及び認定こども園にて実施した。

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

特別支援教育振興事業 指導室 有

事業概要

　特別⽀援学級の教育環境を整えるため、必要とされる環境整備に努めるとともに、市内
小中学校における特別⽀援学級在籍児童生徒の交流、体験事業に引き続き取り組
む。

平成２８年度実績

特別⽀援教育の⼀層の充実に向け、特別⽀援教育⽀援員を幼小中に22名配置した。
また、特別⽀援学級設置校連携協議会の開催や宿泊学習、中学校区での交流会を実
施し、体験的な活動を通して円滑な接続に努めた。

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　42㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

□ 継続
■
□ 廃止

要改善

事業概要

　美唄市⾷育推進計画に沿って、⾏政や市⺠、生産者、各事業者などが相互に連携
し、⾷育推進に取り組む。

【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり【基本目標】　子どもが健やかに生まれ育つことができる環境づくり

【基本施策】（４）　食育の推進【基本施策】（４）　食育の推進【基本施策】（４）　食育の推進【基本施策】（４）　食育の推進

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

農政課 無食育の推進

平成２８年度実績

　⾷育に取り組む方々の様々な情報交換を⾏い、⾏政や市⺠、生産者、各事業者
などが相互に連携し、⾷育推進に取り組む体制を継続していくため、「⾷育ネットワーク」が
情報交換を⾏う会合の開催を予定していたが実施できなかった。（平成29年度実施予
定）「⾷育」に関る取組みの情報発信と結び付けを⾏う、「⾷育コーナー」を市ホームペー
ジに再構築する予定であったができていない。（平成29年度整備予定）

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

親子の食育事業 健康推進課 有

今後の方針

【改善案、廃止理由】

事業概要

　保育所・幼稚園に通う⼦どもとその親を対象に、調理の体験を通して、⼿作りの美味しさ
や楽しさを実感することで、親⼦の豊かで健康的な⾷生活への気づきにつなげることを目
的とする。年１回、市⽴保育所・幼稚園に、⾷生活改善推進員が出向き⾷育を推進す
る事業を⾏う。

平成２８年度実績

栄幼稚園、認定こども園ひまわりにおいて実施。
参加者数　７９名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

学童クッキング 健康推進課 有

事業概要

　低学年のうちから⾷への興味を持つように、中央・東小学校区の学童児童を対象に、⽉
１回簡単な料理やおやつの調理実習を栄養⼠・⾷生活改善推進員とともに⾏う。年数
回、体⼒づくりを目指して、遠⾜、そとあそび・雪遊びを運動推進員が中心となって⾏う。

平成２８年度実績

中央小学校区　　　　9回　　299名
東小学校区　　　　　　9回　　106名　　　　合計　　18回　　405名

今後の方針

【改善案、廃止理由】
学童期に対する⾷育の現状から事業の⾒直し、平成２９年度は身近な地域で、
各世代に健康づくりをすすめるための世代間交流事業に位置付けて実施。

要改善



（事業計画　43㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

□ 継続
■
□ 廃止

【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり

【基本施策】（１）子育て支援ネットワークづくり【基本施策】（１）子育て支援ネットワークづくり【基本施策】（１）子育て支援ネットワークづくり【基本施策】（１）子育て支援ネットワークづくり

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

子育て地域ささえあい事業 こども未来課 有

事業概要

　⼦育てボランティア育成のためのサポーター講習会の開催や、市内の団体・有志等が実
⾏委員会を組織して、親⼦と多世代交流を図るイベント「びばいっ⼦フェスティバル」の運
営、びばいせわずき・せわやき隊(登下校の⾒守り)やファミリーサポート「ゆりかご」(預かり)
の側⾯的⽀援、主任児童委員との協働による「おおきくな〜れびばいっこ訪問事業」(乳
児訪問)などの事業を展開し、地域⼦育て⽀援を推進していきます。

平成２８年度実績

・びばいっこフェスティバルの開催（参加者数　215名）
・おおきくな〜れびばいっこ訪問事業（訪問数　40件）
・⼦どものいる風景フォトエッセーコンテストの開催（応募数フォト38件、エッセー2件、詩１
件）
・⼦育てサポータースキルアップ講習会の実施（参加者42名）

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

地区ふれあい事業

こども未来課

生涯学習課

健康推進課

有

事業概要

　地区の小学校、保健推進員、⾷生活改善員、主任児童委員等と連携を図り、豊かな
⾷文化や昔遊びの伝承、成⻑期の生活習慣病を予防する運動環境など、⼦どもが健や
かに育つことを目的に、「東地区めだかの学校」「中央小学校区世代間交流グーチョキ
パー」などを実施していきます。

平成２８年度実績

地区の小学校、保健推進員、⾷生活改善推進員など地域と連携し実⾏委員会体制で
⾏っている「東地区めだかの学校」「グーチョキパー」に参加し、遊びの体験や世代間の交
流を図った。（H28　参加者数　めだかの学校 212⼈、グーチョキパー　177名）

今後の方針

【改善案、廃止理由】
世代間や地域の交流とともに各世代が⾃分の身体に関心を持ち健康づくりに取り
組む機会となっている。児童および保護者世代への啓発について検討が必要。

要改善



（事業計画　44㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

こども未来課 有子ども虐待防止ネットワークの連携強化

事業概要

　地域ケア会議⼦育て部会〔要保護児童対策地域協議会〕において、児童相談所、⺠
生委員、家庭児童相談員、警察等の関係機関と相互の緊密な連携を図り、児童虐待
等の事例を検討し、迅速に対応する。　虐待問題に関心を向けてもらうため、広く市⺠に
向けて、啓発活動を⾏いながら、防止を図る。
個別ケース検討会等を開催し、こどもや家庭に関する様々な課題や問題の対応について
協議を⾏ったほか、１１⽉の児童虐待防止推進⽉間に合わせ、広報紙やびばいっ⼦フェ
スティバルにおいて、児童虐待防止のシンボルであるオレンジリボンの周知を図った。平成２８年度実績

【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり

【基本施策】（２）児童虐待防止対策の充実【基本施策】（２）児童虐待防止対策の充実【基本施策】（２）児童虐待防止対策の充実【基本施策】（２）児童虐待防止対策の充実

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

子ども相談事業の推進

こども未来課

生涯学習課

有

　育児・⼦育てや健康・医療、児童虐待、DV、障がい、不登校、非⾏など様々な⼦ども
に係わる相談に、専門の相談員が総合的に対応する。専任指導員による電話やメールで
の相談も実施する。

平成２８年度実績

・こども未来課〜家庭児童相談員による相談件数　66件
・生涯学習課⻘少年センター〜専任指導員による相談件数　「⼦どもテレホン相談　9
件」「悩みごと相談　０件」「メール相談　０件」

事業概要

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善



（事業計画　44㌻対応）

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

■ 継続
□
□ 廃止

平成２８年度実績

事業概要

除排雪事業（通園・通学路の確保）

今後の方針

【改善案、廃止理由】

平成２８年度実施の有無

有

事業概要

　公園利⽤者の安全性を確保するため、⽼朽化の進む公園施設の調査・点検を実施
し、修繕・改修計画を作成しています。公園内のトイレ、フェンス、遊具等の修繕や塗装、
撤去を⾏いながら、安全確保のため随時更新する。

平成２８年度実績

公園利⽤者の安全性を確保するため⽼朽化の進む公園施設を修繕・改修計画に基づ
き更新（花園公園　ブランコ1基、　⼀心東公園　スプリング遊具２基、コンビネーション
遊具１基）実施。

事業名 担当課

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり【基本目標】　子ども・子育てを地域で応援する環境づくり

【基本施策】（３）子どもの安全の確保【基本施策】（３）子どもの安全の確保【基本施策】（３）子どもの安全の確保【基本施策】（３）子どもの安全の確保

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

都市公園施設再整備事業 都市整備課

生涯学習課 有

都市整備課 有

事業概要 ⼦どもが安全に登園・降園や登下校するため、通園、通学路の優先的除雪に努める。

平成２８年度実績 冬期間通⾏の安全確保のため、⾞道や歩道の除排雪を⾏う。

　小学生の放課後対策及び保護者の仕事と⼦育ての両⽴⽀援を⾏うため、市内の全て
の小学校に放課後児童施設を設置しています。平成27年度からは6年生まで受け⼊れ
る。
　5つの小学校区すべてで放課後児童施設を開設し、全学年の希望者を受け⼊れした。
（H28 5施設 開設日数293日 延べ利⽤者数 27,303⼈）

今後の方針

【改善案、廃止理由】
要改善

要改善

事業名 担当課 平成２８年度実施の有無

放課後児童対策の事業の充実



（事業計画　45㌻対応）

子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付子ども・子育て支援給付

■　施設型給付■　施設型給付■　施設型給付■　施設型給付

（事業計画　47㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

185 164 150 159 150 150 150

1号認定 185 26 32 34 150 150 150

245 245 245 245 195 195 195

60 81 95 86 45 45 45

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

　現在、市内に３園（公⽴１園、私⽴２園）が設置されています。

＜今後の見通し＞

（事業計画　48㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

248 191 241 179 238 232 225

2号認定 173 128 163 118 160 156 149

3号認定（0歳） 6 4 6 5 6 6 6

3号認定（1、2歳） 69 59 72 56 72 70 70

315 315 315 315 315 315 315

2号認定 249 249 241 241 241 241 241

3号認定（0歳） 6 6 6 6 6 6 6

3号認定（1、2歳） 60 60 68 68 68 68 68

67 124 74 136 77 83 90

≪　子ども・子育て支援施策の点検・評価　≫≪　子ども・子育て支援施策の点検・評価　≫≪　子ども・子育て支援施策の点検・評価　≫≪　子ども・子育て支援施策の点検・評価　≫

a)　幼稚園a)　幼稚園a)　幼稚園a)　幼稚園

　学校教育法に基づく教育機関で、保護者の就労状況にかかわらず３歳から入園できます。年度途中の受　学校教育法に基づく教育機関で、保護者の就労状況にかかわらず３歳から入園できます。年度途中の受　学校教育法に基づく教育機関で、保護者の就労状況にかかわらず３歳から入園できます。年度途中の受　学校教育法に基づく教育機関で、保護者の就労状況にかかわらず３歳から入園できます。年度途中の受

け入れや預かり保育を行っている園もあります。け入れや預かり保育を行っている園もあります。け入れや預かり保育を行っている園もあります。け入れや預かり保育を行っている園もあります。

幼稚園の年度別見込量と確保提供量（人）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

認可保育所等の年度別見込量と確保提供量（人）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①推計利用者

②確保提供量

差異（②－①）

　幼稚園については、ニーズに対して提供可能な体制がとれています。⼦ども⼦育て新制度移⾏に伴い、定数の⾒直
しを⾏った結果、私⽴幼稚園２園のうち、1園が定数を50⼈減じておりますが、増加した場合でも、対応可能な範
囲と⾒込まれます。

ｂ)　認可保育所等ｂ)　認可保育所等ｂ)　認可保育所等ｂ)　認可保育所等

　保護者の就労や病気などで、家庭で子どもをみることができない場合に、保護者の代わりに保育する施設　保護者の就労や病気などで、家庭で子どもをみることができない場合に、保護者の代わりに保育する施設　保護者の就労や病気などで、家庭で子どもをみることができない場合に、保護者の代わりに保育する施設　保護者の就労や病気などで、家庭で子どもをみることができない場合に、保護者の代わりに保育する施設

です。です。です。です。

①推計利用者

②確保提供量

差異（②－①）



【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

（事業計画　49㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

27 26 27 17 27 26 25

1号認定 5 3 4 2 4 4 4

2号認定 16 16 18 10 18 18 17

3号認定（0歳） 0 0 0 0 0 0 0

3号認定（1、2歳） 6 7 5 5 5 4 4

35 35 35 17 35 35 35

1号認定 5 5 5 2 5 5 5

2号認定 24 24 24 10 24 24 24

3号認定（0歳） 0 0 0 0 0 0 0

3号認定（1、2歳） 6 6 6 5 6 6 6

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

■　地域型保育給付■　地域型保育給付■　地域型保育給付■　地域型保育給付

（事業計画　50㌻対応）

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

設置なし。既存の保育所の定員で確保できると考えます。

ｃ)　認定こども園ｃ)　認定こども園ｃ)　認定こども園ｃ)　認定こども園

　幼稚園と認可保育所が併設し、地域における子育て支援機能を備えた施設です。基本的に幼稚園・保育　幼稚園と認可保育所が併設し、地域における子育て支援機能を備えた施設です。基本的に幼稚園・保育　幼稚園と認可保育所が併設し、地域における子育て支援機能を備えた施設です。基本的に幼稚園・保育　幼稚園と認可保育所が併設し、地域における子育て支援機能を備えた施設です。基本的に幼稚園・保育

所を利用することに違いはありません。所を利用することに違いはありません。所を利用することに違いはありません。所を利用することに違いはありません。

認定こども園の年度別確保提供量（人）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

○　公⽴認可保育所（中央保育所、東保育所、⻄保育所）を統合し、新たにピパの⼦保育園を開園しました。
○　公⽴へき地保育所を３カ所（峰延保育所、茶志内双葉保育園、進徳保育園）設置しております。
○　全体の⼊所率は減少しており、現在は待機児童はおりません。

　今後においても待機児童は⾒込んではおりませんが、定員数を超える保育所⼊所希望が⽣じたときは、保育所間
での調整を図り弾⼒的に対応していきます。
　また、保護者のニーズ等に対応できるよう適正な職員配置を検討しています。
　公⽴へき地保育所は、⼊所児童の推移を⾒極めながらあり⽅について検討します。

①推計利用者

①確保提供量

○　保育所型認定こども園が１施設（南美唄地区）となっています。
○　⼦育て⽀援の場としてだけではなく、南美唄地域の幅広い世代間交流の場としての役割も担っております。

　保護者のニーズ等に対応できるよう適正な職員配置を検討し受け⼊れ体制を整えるとともに、引き続き地域交流
の場としての役割も担っていきます。

a)　小規模保育事業a)　小規模保育事業a)　小規模保育事業a)　小規模保育事業

　国が定める最低基準に適合した保育施設で、市町村の認可を受けた定員６～１９人のものです。　国が定める最低基準に適合した保育施設で、市町村の認可を受けた定員６～１９人のものです。　国が定める最低基準に適合した保育施設で、市町村の認可を受けた定員６～１９人のものです。　国が定める最低基準に適合した保育施設で、市町村の認可を受けた定員６～１９人のものです。



（事業計画　50㌻対応）

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

設置なし。既存の保育所の定員で確保できると考えます。

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

該当事業所がありません。

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

該当事業がありません。

（事業計画　51㌻対応）

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

523 648 636 573 620 606 594

523 648 636 573 620 606 594

0 0 0 0 0 0 0

ｂ)　家庭的保育事業ｂ)　家庭的保育事業ｂ)　家庭的保育事業ｂ)　家庭的保育事業

　保育ママなど、保育者の家庭などで子どもを預かるサービスです。　保育ママなど、保育者の家庭などで子どもを預かるサービスです。　保育ママなど、保育者の家庭などで子どもを預かるサービスです。　保育ママなど、保育者の家庭などで子どもを預かるサービスです。

ｃ)　事業所内保育事業ｃ)　事業所内保育事業ｃ)　事業所内保育事業ｃ)　事業所内保育事業

　企業などが、主に従業員用に運営する保育施設です。　企業などが、主に従業員用に運営する保育施設です。　企業などが、主に従業員用に運営する保育施設です。　企業などが、主に従業員用に運営する保育施設です。

ｄ)　居宅訪問型保育事業ｄ)　居宅訪問型保育事業ｄ)　居宅訪問型保育事業ｄ)　居宅訪問型保育事業

　ベビーシッターのような保育者が、子どもの家庭で保育するサービスです。　ベビーシッターのような保育者が、子どもの家庭で保育するサービスです。　ベビーシッターのような保育者が、子どもの家庭で保育するサービスです。　ベビーシッターのような保育者が、子どもの家庭で保育するサービスです。

　主に未就学児とその保護者を対象に、親子同士が交流するための場を設置し、遊びなどさまざまな催しを　主に未就学児とその保護者を対象に、親子同士が交流するための場を設置し、遊びなどさまざまな催しを　主に未就学児とその保護者を対象に、親子同士が交流するための場を設置し、遊びなどさまざまな催しを　主に未就学児とその保護者を対象に、親子同士が交流するための場を設置し、遊びなどさまざまな催しを

実施したり、子育てに関する相談や子育て情報の提供を行う事業です。実施したり、子育てに関する相談や子育て情報の提供を行う事業です。実施したり、子育てに関する相談や子育て情報の提供を行う事業です。実施したり、子育てに関する相談や子育て情報の提供を行う事業です。

地域子育て支援拠点事業の年度別見込量と確保提供量（人回/月）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

■地域子ども・子育て支援事業■地域子ども・子育て支援事業■地域子ども・子育て支援事業■地域子ども・子育て支援事業

a)　利用者支援事業a)　利用者支援事業a)　利用者支援事業a)　利用者支援事業

　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業などの情報提供及び必　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業などの情報提供及び必　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業などの情報提供及び必　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業などの情報提供及び必

要に応じ相談・助言などを行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する事業です。要に応じ相談・助言などを行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する事業です。要に応じ相談・助言などを行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する事業です。要に応じ相談・助言などを行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する事業です。

　該当事業はありませんが、⼦育て相談を通じて、家庭児童相談やこども療育広場など必要な関係機関と連携しな
がら対応を⾏いました。

　現在、⼦育て⽀援センターにおいて実施している事業の中において、相談や手続等に関する情報提供が可能なこと
から、今後もその体制を継続し、ニーズに対応したいと考えます。

b)　地域子育て支援拠点事業b)　地域子育て支援拠点事業b)　地域子育て支援拠点事業b)　地域子育て支援拠点事業

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）



【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

（事業計画　52㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

48 42 51 40 50 49 48

48 42 51 40 50 49 48

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

223 208 220 210 220 220 220

223 208 220 210 220 220 220

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

現在の供給体制を維持しながら親⼦の課題やニースに応じて柔軟に対応していきます。

　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を

行う事業です。行う事業です。行う事業です。行う事業です。

乳児家庭全戸訪問事業の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

　⼦育て⽀援センターはみんぐでは、⼦どもと家庭に関する様々な問題に総合的に対応するため、⼦育ての広場事
業、こども療育広場事業、⼦育て相談事業を⾏いました。
　また、⼦育て中の親⼦の総合的な⽀援を図るため、地域の保育所や集会施設を活用し、地域の⼦育て中の親⼦
や学童期児童の交流の場を提供しました。

これからも地域の実情を勘案しながらニーズの把握に努め、対応していきます。

ｃ)　乳児家庭全戸訪問事業ｃ)　乳児家庭全戸訪問事業ｃ)　乳児家庭全戸訪問事業ｃ)　乳児家庭全戸訪問事業

　養育支援が特に必要な家庭に対し、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うことにより、当該　養育支援が特に必要な家庭に対し、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うことにより、当該　養育支援が特に必要な家庭に対し、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うことにより、当該　養育支援が特に必要な家庭に対し、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うことにより、当該

家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。

養育支援訪問事業の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

　主任児童委員と⼦育て⽀援センター職員で⽣後４か⽉〜７か⽉未満の乳児のいる家庭を訪問し、⼦育てに関す
る不安や悩みを聞いたり、⼦育てに関する情報提供を⾏いました。

　現在の供給体制を維持しながら、⼦育て家庭と地域がつながる取り組みを継続していきます。

ｄ)　養育支援訪問事業ｄ)　養育支援訪問事業ｄ)　養育支援訪問事業ｄ)　養育支援訪問事業

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

〇本市では健康推進課において、育児に対する不安や孤⽴感を抱える家庭、また家族の健康問題など様々な要因
で養育⽀援が必要な家庭に対し、保健師の訪問や⼦育て⽀援センターや保育所、幼稚園等の関係機関とも連携
し⽀援を実施しました。



（事業計画　53㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

14 0 99 0 35 35 35

14 0 99 0 35 35 35

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

（事業計画　54㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

755 911 836 1,023 836 812 812

一時預かり事業 750 911 800 1,023 800 800 800

子育て短期支援事業

（トワイライトステイ事業）

5 0 36 0 36 12 12

755 911 836 1,023 836 812 812

一時預かり事業 750 911 800 1,023 800 800 800

子育て短期支援事業

（トワイライトステイ事業）

5 0 36 0 36 12 12

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

子育て短期支援事業の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

e)　子育て短期支援事業e)　子育て短期支援事業e)　子育て短期支援事業e)　子育て短期支援事業

　保護者の方が入院などで一時的に子どもの養育ができなくなったとき、お子さんをお預かりするものです。　保護者の方が入院などで一時的に子どもの養育ができなくなったとき、お子さんをお預かりするものです。　保護者の方が入院などで一時的に子どもの養育ができなくなったとき、お子さんをお預かりするものです。　保護者の方が入院などで一時的に子どもの養育ができなくなったとき、お子さんをお預かりするものです。

なお、ご利用は宿泊を伴う場合に限ります。なお、ご利用は宿泊を伴う場合に限ります。なお、ご利用は宿泊を伴う場合に限ります。なお、ご利用は宿泊を伴う場合に限ります。

　病気やけが、冠婚葬祭など、保護者の事情でやむを得ず家庭での保育が困難になった場合、保育所では　病気やけが、冠婚葬祭など、保護者の事情でやむを得ず家庭での保育が困難になった場合、保育所では　病気やけが、冠婚葬祭など、保護者の事情でやむを得ず家庭での保育が困難になった場合、保育所では　病気やけが、冠婚葬祭など、保護者の事情でやむを得ず家庭での保育が困難になった場合、保育所では

子ども（乳幼児）の一時預かりを行っています。育児による疲労・ストレスなどを感じた場合もご利用できま子ども（乳幼児）の一時預かりを行っています。育児による疲労・ストレスなどを感じた場合もご利用できま子ども（乳幼児）の一時預かりを行っています。育児による疲労・ストレスなどを感じた場合もご利用できま子ども（乳幼児）の一時預かりを行っています。育児による疲労・ストレスなどを感じた場合もご利用できま

す。このほか、子育て短期支援事業として、平日夜間や休日に子どもを預かるトワイライトステイ事業も当該す。このほか、子育て短期支援事業として、平日夜間や休日に子どもを預かるトワイライトステイ事業も当該す。このほか、子育て短期支援事業として、平日夜間や休日に子どもを預かるトワイライトステイ事業も当該す。このほか、子育て短期支援事業として、平日夜間や休日に子どもを預かるトワイライトステイ事業も当該

事業に該当します。事業に該当します。事業に該当します。事業に該当します。

一時預かり事業（保育所）の年度別見込量と確保提供量（人日/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

　利用については原則7⽇間を限度として実施し、３施設（市内の⾥親、近隣市町の養護施設・⾥親）に事業を
委託契約しましたが、利用はありませんでした。

　利用実績を勘案し、H29以降の推計について⼀部⾒直しを⾏いましたが、引き続き現在の委託先で対応が可能
であり、事業についても継続し、ニーズに対応していきます。

ｆ)　一時預かり事業（保育所等）ｆ)　一時預かり事業（保育所等）ｆ)　一時預かり事業（保育所等）ｆ)　一時預かり事業（保育所等）

①推計利用者

②確保提供量

差異（②－①）

　⼀時預かり事業は、ピパの⼦保育園の１施設で実施し、ニーズは充分に確保されました。
トワイライトステイ事業は３施設（市内の⾥親、近隣市町の養護施設・⾥親）に事業を委託しましたが、利用はあ
りませんでした。

　ピパの⼦保育園が開園1年目ということもあり、保護者の関⼼も⾼まり例年より多くの利用申し込みがありました。今
後の需要については、⼤幅な需要の増加は⾒込まれないと考えられますが、引き続き保護者のニーズに対応していき
ます。
　トワイライトステイ事業については、利用実績を勘案し、H30以降の推計について⼀部⾒直しを⾏いましたが、引き
続き現在の委託先で対応が可能であり、事業については継続していきます。



（事業計画　55㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

3,860 3,301 3,400 3,503 4,000 4,000 4,000

3,860 3,301 3,400 3,503 4,000 4,000 4,000

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

○現在、３園（公⽴１か所、私⽴２か所）で⾏っており、確保については充⾜しています。

＜今後の見通し＞

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

実施事業がありません。

＜今後の見通し＞

（事業計画　56㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

29 32 132 40 129 127 125

29 32 132 40 129 127 125

0 0 0 0 0 0 0

ｇ)　一時預かり事業（幼稚園）ｇ)　一時預かり事業（幼稚園）ｇ)　一時預かり事業（幼稚園）ｇ)　一時預かり事業（幼稚園）

　幼稚園における通常の保育時間に加え、時間を延長して保育を実施しています。　幼稚園における通常の保育時間に加え、時間を延長して保育を実施しています。　幼稚園における通常の保育時間に加え、時間を延長して保育を実施しています。　幼稚園における通常の保育時間に加え、時間を延長して保育を実施しています。

一時預かり事業（幼稚園）の年度別見込量と確保提供量（人日/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

一時預かり事業（ファミリー・サポート・センター等）の年度別見込量と確保提供量（人日/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

　幼稚園の⼀時預かり事業については、ニーズに対して提供可能な体制がとれていますが、今後について、需要の増
加が⾒込まれたことから、利用者推計について修正を⾏いました。推計は増加となっていますが、対応可能と⾒込まれ
ます。

ｈ)　一時預かり事業（ファミリー・サポート・センター等）ｈ)　一時預かり事業（ファミリー・サポート・センター等）ｈ)　一時預かり事業（ファミリー・サポート・センター等）ｈ)　一時預かり事業（ファミリー・サポート・センター等）

　児童の預かり等の援助を受けることを希望する者（利用会員）と援助を行うことを希望する者（提供会員）が　児童の預かり等の援助を受けることを希望する者（利用会員）と援助を行うことを希望する者（提供会員）が　児童の預かり等の援助を受けることを希望する者（利用会員）と援助を行うことを希望する者（提供会員）が　児童の預かり等の援助を受けることを希望する者（利用会員）と援助を行うことを希望する者（提供会員）が

地域の中で助け合いながら子育てをする会員組織、有償ボランティアをする事業です。地域の中で助け合いながら子育てをする会員組織、有償ボランティアをする事業です。地域の中で助け合いながら子育てをする会員組織、有償ボランティアをする事業です。地域の中で助け合いながら子育てをする会員組織、有償ボランティアをする事業です。

延長保育事業の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

　今後ファミリ―サポートセンターを設置する予定はありませんが、本事業に類するものとして、ファミリーサポートゆりかご
が⾏っている「預かり託児サービス」の活動を⽀援していきます。

i)　延長保育事業i)　延長保育事業i)　延長保育事業i)　延長保育事業

　保護者の勤務形態の多様化等に対応するため、通常の保育時間（１１時間）を超えて児童を預かる延長保　保護者の勤務形態の多様化等に対応するため、通常の保育時間（１１時間）を超えて児童を預かる延長保　保護者の勤務形態の多様化等に対応するため、通常の保育時間（１１時間）を超えて児童を預かる延長保　保護者の勤務形態の多様化等に対応するため、通常の保育時間（１１時間）を超えて児童を預かる延長保

育を実施しています。育を実施しています。育を実施しています。育を実施しています。

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）



【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

（事業計画　56㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 357 0 60 60 60

0 0 0 0 60 60 60

0 0 △ 357 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

　平成29年4⽉の事業開始に向け、市⽴美唄病院の⼀部を改修し、病児保育室の整備を⾏いました。

＜今後の見通し＞

（事業計画　57㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

132 151 160 172 156 150 144

205 205 205 205 215 215 215

73 54 45 33 59 65 71

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

〇現在、すべての小学校区（5か所）において事業を実施しています。

＜今後の見通し＞

　病気や病気の回復期にある子どもを対象に、保育所・幼稚園での集団保育が困難で、かつ保護者の事情　病気や病気の回復期にある子どもを対象に、保育所・幼稚園での集団保育が困難で、かつ保護者の事情　病気や病気の回復期にある子どもを対象に、保育所・幼稚園での集団保育が困難で、かつ保護者の事情　病気や病気の回復期にある子どもを対象に、保育所・幼稚園での集団保育が困難で、かつ保護者の事情

により家庭で保育できない時に一時的に保育する施設です。により家庭で保育できない時に一時的に保育する施設です。により家庭で保育できない時に一時的に保育する施設です。により家庭で保育できない時に一時的に保育する施設です。

病児・病後児保育事業の年度別見込量と確保提供量（人日/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

○　ピパの⼦保育園、認定こども園で実施しております。
○　延⻑時間は1時間です。

　ニーズは充分に確保されていますので、今後も就労により延⻑保育を必要とする保護者に対応することとします。

j)　病児・病後児保育事業j)　病児・病後児保育事業j)　病児・病後児保育事業j)　病児・病後児保育事業

放課後児童施設の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

　サービスの提供体制は確保されたことから、ニーズに対応した円滑な運営に努めます。また、利用者推計について、
実績⾒込等を勘案し、修正を⾏いました。

k)　放課後児童健全育成事業k)　放課後児童健全育成事業k)　放課後児童健全育成事業k)　放課後児童健全育成事業

　仕事などにより、昼間保護者が家庭にいない児童（小学１～６年生）を対象に、適切な遊びや生活の場を　仕事などにより、昼間保護者が家庭にいない児童（小学１～６年生）を対象に、適切な遊びや生活の場を　仕事などにより、昼間保護者が家庭にいない児童（小学１～６年生）を対象に、適切な遊びや生活の場を　仕事などにより、昼間保護者が家庭にいない児童（小学１～６年生）を対象に、適切な遊びや生活の場を

提供し、児童の健全な育成を図ります。提供し、児童の健全な育成を図ります。提供し、児童の健全な育成を図ります。提供し、児童の健全な育成を図ります。

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

現状、定員超過が1か所、定員未満が4か所となっていることから、必要な施設にて定員増や施設整備などを実施
し、利用環境を整えます。



（事業計画　58㌻対応）

推計 実績 H29年度 H30年度 H31年度

1,905 1,385 2,095 1,613 2,095 2,095 2,095

1,905 1,385 2,095 1,613 2,095 2,095 2,095

0 0 0 0 0 0 0

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

（事業計画　59㌻対応）

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

実施予定なし

【確保の方策】

＜平成28年度の状況＞

＜今後の見通し＞

妊婦一般健康診査事業の年度別見込量と確保提供量（人/年）

H26年度 H27年度

H28年度 推　　　計

ｌ)　妊婦一般健康診査事業ｌ)　妊婦一般健康診査事業ｌ)　妊婦一般健康診査事業ｌ)　妊婦一般健康診査事業

　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊娠に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検査計　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊娠に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検査計　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊娠に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検査計　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊娠に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検査計

測、③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。測、③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。測、③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。測、③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。

　支給認定保護者のうち、当該支給認定保護者の属する世帯の所得の状況その他の事情を勘案して市町　支給認定保護者のうち、当該支給認定保護者の属する世帯の所得の状況その他の事情を勘案して市町　支給認定保護者のうち、当該支給認定保護者の属する世帯の所得の状況その他の事情を勘案して市町　支給認定保護者のうち、当該支給認定保護者の属する世帯の所得の状況その他の事情を勘案して市町

村が定める基準に該当するもの（以下「特定支給認定保護者」という。）に係る支給認定子どもが特定教育・村が定める基準に該当するもの（以下「特定支給認定保護者」という。）に係る支給認定子どもが特定教育・村が定める基準に該当するもの（以下「特定支給認定保護者」という。）に係る支給認定子どもが特定教育・村が定める基準に該当するもの（以下「特定支給認定保護者」という。）に係る支給認定子どもが特定教育・

保育、特別利用保育、特別利用教育、特定地域型保育又は特例保育（以下「特定教育・保育等」という。）を保育、特別利用保育、特別利用教育、特定地域型保育又は特例保育（以下「特定教育・保育等」という。）を保育、特別利用保育、特別利用教育、特定地域型保育又は特例保育（以下「特定教育・保育等」という。）を保育、特別利用保育、特別利用教育、特定地域型保育又は特例保育（以下「特定教育・保育等」という。）を

受けた場合において、当該特定支給認定保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に必要な受けた場合において、当該特定支給認定保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に必要な受けた場合において、当該特定支給認定保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に必要な受けた場合において、当該特定支給認定保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に必要な

物品の購入に要する費用は特定教育・保育等に係る行事への参加に要する費用その他これらに類する費物品の購入に要する費用は特定教育・保育等に係る行事への参加に要する費用その他これらに類する費物品の購入に要する費用は特定教育・保育等に係る行事への参加に要する費用その他これらに類する費物品の購入に要する費用は特定教育・保育等に係る行事への参加に要する費用その他これらに類する費

用として市町村が定めるものの全部又は一部を助成する事業です。用として市町村が定めるものの全部又は一部を助成する事業です。用として市町村が定めるものの全部又は一部を助成する事業です。用として市町村が定めるものの全部又は一部を助成する事業です。

・該当事業がありません。　・保育所保育料については、減免基準を設けて、児童が属する世帯が疾病、災害等で収
⼊状況が著しく減少した場合は申請により保育料の減免制度があります。

ｎ)　多様な主体が参画することを促進するための事業ｎ)　多様な主体が参画することを促進するための事業ｎ)　多様な主体が参画することを促進するための事業ｎ)　多様な主体が参画することを促進するための事業

　待機児童解消加速化プランによる保育の受け皿拡大や子ども・子育て支援新制度の円滑な施行のために　待機児童解消加速化プランによる保育の受け皿拡大や子ども・子育て支援新制度の円滑な施行のために　待機児童解消加速化プランによる保育の受け皿拡大や子ども・子育て支援新制度の円滑な施行のために　待機児童解消加速化プランによる保育の受け皿拡大や子ども・子育て支援新制度の円滑な施行のために

は、多様な事業者の能力を活用しながら、保育所、小規模保育などの設置を促進していく事業です。は、多様な事業者の能力を活用しながら、保育所、小規模保育などの設置を促進していく事業です。は、多様な事業者の能力を活用しながら、保育所、小規模保育などの設置を促進していく事業です。は、多様な事業者の能力を活用しながら、保育所、小規模保育などの設置を促進していく事業です。

該当事業がありません。

待機児童がないため、現状の保育施設で対応できないものに対しては手段を講じていきます。

①利用者推計

②確保提供量

差異（②－①）

〇本市では妊婦⼀⼈につき、妊婦健康診査費用の⼀部が助成される受診票１４枚と超音波検査受診票６枚を
交付しています。項目等については、北海道の協定に基づき実施しています。また、道外で出産予定の妊婦に対して
も、出産後本⼈に対し助成の範囲内で償還払いを⾏っています。

今後も妊婦⼀般健康診査受診券の交付により、受診につながり、⺟体及び胎児の健康を守る取り組みを継続して
いきます。

ｍ)　実費徴収に係る補足給付を行う事業ｍ)　実費徴収に係る補足給付を行う事業ｍ)　実費徴収に係る補足給付を行う事業ｍ)　実費徴収に係る補足給付を行う事業


